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盤
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現住人口表
　（5月業日現’F）
　ワ」　19．444人（ト76）1

　　　　　　　　　　　女　20．107人（卜48）1

　　　　　　　　　コ　計　39．551人（＋124）1

　　　　　　　　　：
…世帯総数　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
1　8．185匿1書鞍　　（＋27）　　1

優
良
農
家
表
彰
式
服
わ
る

四
十
三
名
、
一
団
体

昭
和
三
十
一
年
度
優
良
農
家
表
一
　
渋
谷
正
敏
（
比
良
）

彰
式
は
、
五
月
三
十
一
日
午
前
．
②
た
ば
こ
耕
作
　
赤
木
実
（
財

十
時
か
ら
市
役
所
溝
堂
で
約
ご
　
　
光
苛
）
黒
木
仏
肝
（
中
村
）
橋

百
名
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
　
　
口
忠
助
（
宮
ノ
下
）
児
ト
電

農
林
課
艮
の
経
過
報
告
、
市
長
　
　
雄
（
田
野
）

か
ら
表
彰
状
と
詑
念
品
の
授
与
一
①
ラ
ミ
ー
耕
作
　
奈
須
勇
吉

が
あ
っ
て
か
ら
、
市
長
は
式
辞
　
　
（
豊
野
）

を
大
略
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
し
④
果
樹
園
”
ム
　
汀
頗
道
治
（
概

た
。
「
こ
の
疫
彰
式
は
、
当
初
　
　
木
）
黒
木
宇
市
（
飯
谷
）
黒

は
主
食
供
出
の
優
良
者
忌
日
で
一
木
通
（
奥
野
）
・

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
」
食
事
情
㊦
捧
蚕
　
奈
須
伝
繭
（
奥
野
）

の
綴
和
に
よ
り
、
形
が
変
っ
て
④
花
升
園
芸
小
林
仲
治
（
飯
谷
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陛
編
指
綿
醗
雛
◇
一
般
作
物
の
部

す
る
運
命
に
あ
る
の
で
、
今
後
①
農
業
経
営

ぱ
都
巾
周
辺
農
窯
経
肖
に
発
展
　
　
森
川
護
男
へ
大
原
）
喰
木
訂

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
た
め
に
　
　
一
（
高
松
）
一
心
田
稔
（
桐
之

は
、
本
日
受
彰
さ
れ
ろ
皆
撮
農
　
　
帥
）
W
木
曽
弘
（
落
曲
）

貰
の
指
導
的
踊
場
に
あ
る
方
々
　
②
r
約
米
売
渡

は
、
高
度
の
罷
業
経
営
に
特
段
　
　
鈴
木
源
ヒ
（
山
下
）
壱
岐
正

の
御
研
究
と
御
精
進
を
お
顯
い
　
　
（
中
村
二
）
一
4
藤
亀
一
（
亀

す
る
。
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎
）
松
本
シ
ュ
ン
（
占
市
原
）

次
に
来
資
と
し
て
栗
臼
拍
艘
林
　
　
柏
田
安
彦
（
下
瞭
町
）
黒
木

箏
務
所
長
代
田
、
青
木
市
議
会
　
　
今
朝
刀
（
秋
留
）
甲
斐
マ
ツ

議
長
か
ら
祝
辞
が
述
へ
ら
れ
、
　
　
エ
（
金
ケ
浜
）
石
田
新
吉

受
彰
者
代
表
鈴
木
源
七
氏
（
財
　
　
（
高
松
）
甘
木
吉
徳
（
落
麗
）

光
顕
）
が
答
辞
を
述
べ
ま
し
　
　
松
原
ケ
サ
ノ
（
窟
ノ
下
）

た
。
衷
彰
さ
れ
た
方
は
、
次
の
③
林
業
経
営

と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・
　
田
中
金
助
（
下
原
町
）
日
高

◇
経
濟
作
物
の
部
　
の
戦
闘
隅
ポ
永
困
）
果

①
そ
菜
園
芸
　
児
雪
立
師
（
一
　
　
サ
カ
エ
（
鳥
川
）
河
野
斗
一

　
々
三
毛
）
石
田
栄
（
高
松
）
　
　
（
別
府
）
日
高
今
朝
次
郎

　
（
梶
木
）

◇
優
艮
実
行
組
合
長

　
の
部

落
兜
（
笑
々
津
）

山
口
（
富
島
）

Ψ
尾
（
Ψ
岩
）

後
面
浦
（
一
日
）

木
村
（
Ψ
燐
）

大
庄
手
（
富
島
）

飯
谷
（
幸
脇
）

海
野
　
政
良

鈴
木
弥
三
治

黒黒塩三児
木木月田rF

徳
男

福
一
品
占
吉
郎

千
一

ア

高
松
ス
轟
々
津
）
黙
木
　
虎
氏

一宗
現
量
（
富
島
）
　
黒
木
　
一
男

　

…
◇
優
秀
指
導
員
の
部

…　

ﾎ
々
津
農
協
　
黒
木
　
初
一

｝
◇
優
頁
4
H
ク
ラ
ブ

　
　
の
部

　
吾
桐
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
会
長
　
月
上
忠
市
）

　
長
言
κ
向
会

　
　
　
　
（
会
長
桶
野
勉
）

◇
予
約
米
売
渡
県
知

　
　
事
特
別
賞

　
鈴
本
　
仏
七
（
山
下
）

　
　
【
写
貞
は
人
彰
状
の
授
与
】

市
税
完
納
に
戚
謝

　
　
　
　
　
　
1
昭
和
三
十
隔
年
度
表
彰
式
一

昭
和
三
十
一
年
度
優
良
納
税
貯
皿
は
、
合
計
一
r
三
門
四
万
一
千

益
飢
合
人
彰
式
は
五
月
二
十
一
・
八
百
六
卜
九
円
で
あ
り
旧
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
市
役
所
講
常
で
行
わ
れ
ま
し
　
て
、
市
税
額
の
翻
当
人
、
な
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
を
占
め
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
税
貯
蕎
組
合
は
、
市
内
に
は
｝
す
。

二
百
二
十
一
組
合
が
結
成
さ
れ
・
参
考
ま
で
に
地
区
別
に
数
￥
を

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
中
完
納
あ
げ
て
み
ま
し
よ
う
。

し
て
い
た
だ
い
た
組
合
は
亘
三
表
彰
を
う
け
ら
れ
た
納
税
組
合

ナ
八
組
合
で
、

所
の
よ
う
な
事
業
所
や
団
体
で

作
っ
て
い
る
職
域
納
税
貯
蓄
組

合
が
七
組
合
、
合
計
百
四
十
五

組
合
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

綱
合
に
よ
っ
て
大
小
が
あ
り
、

納
入
額
を
み
ま
す
と
大
き
い
と

こ
ろ
は
三
十
六
万
二
千
円
、
小

　
　
　
　
　
　
　
さ
い
と
こ
ろ

優罠農家表彰式場

　　　　三尾市長の表彰状授与
一一一一一一一〇一一〇一一瞬一“葡一営脚一一一一禰一一一一一一

こ
の
他
に
市
役
　
名
と
そ
の
細
合
長
名
は
相
当
多

で
は
六
千
円

と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
組

合
は
百
％
納

税
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
り

ま
し
て
、
市

政
運
営
上
大

き
な
協
力
を

し
て
い
た
だ

い
て
い
る
沢

で
す
。

二
百
二
十
一

の
納
税
紐
合

が
昭
和
三
十

一
年
度
に
納

入
さ
れ
た
額

数
で
す
か
ら
掲
載
は
略
し
ま
す

が
、
三
年
以
上
帝
統
い
て
完
納

組
合
を
指
導
さ
れ
た
優
良
納
税

組
合
長
表
彰
受
賞
名
は
次
の
二

十
名
の
方
で
し
た
。

◇
優
良
納
税
組
合
長
人
彰
受

　
三
者

（
区
名
）
（
組
合
名
）
組
合
長
氏
名

隔
　
　
町
第
六
組
加
藤
　
　
竹
葦

西
川
内
第
一
組
鐸
曾
覗
邸
ナ
ノ
・

広
　
見
第
二
紐
松
木
　
　
恵

新
組
市
第
四
組
後
藤
　
俊
一

山
　
下
第
一
組
黒
木
惣
太
郎

〃
　
　
第
四
組
児
匠
金
一
郎

江
　
良
第
一
紐
無
木
　
茂
良

下
原
町
第
六
組
田
中
　
二
軍

曽
場
二
聖
タ
ネ

両
縣
熱
篇
サ
纏

評
鳳
雛
鱗
鯨
音
醐

趨
勢
第
一
組
一
政
空

秋
滞
赤
岩
組
黒
木
秋
吉

一三
　
笹
津
　
組
片
寄
　
広
人

一
本
　
葛
西
　
線
松
葉
　
　
豊

り
9
9
◇
◇
8
9
0
0
9
3

造成地に、工場設置を
十三日市当局に歓拶の
しく視察の上帰東しま
ころ。右から三尾市長

三
二
詳
と
】
天
っ
て
居
な
け
れ
ば
、
滞
納
に

二
月
を
の
役
な
る
と
一
8
わ
れ
る
人
達
が
加
入

二
五
地
中
助
し
て
、
組
合
員
お
圧
の
力
に
押

蓋
灘
甜
釜
籍
ゼ
鞭

　
一
し
室
と
　
の
で
あ
り
ま
甘
。

牟
と
、
滞
納
と
な
る
心
配
の
あ
…
る
い
市
政
の
基
礎
を
築
く
こ
と

「
る
世
帯
を
除
外
す
る
傾
向
が
み
｛
に
、
御
努
力
を
お
願
い
い
た
し

・
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
甚
だ
残
念
ま
す
。

醗
酷
解
に
里
げ
ま
…
納
税
組
合
蔑
届
を

・
す
と
・
組
合
に
加
入
し
な
く
て
一
出
し
て
下
さ
い

も
、
完
納
し
て
ゆ
け
る
よ
う
な
年
度
替
り
の
四
月
か
ら
、
組
合

人
達
よ
り
も
、
む
し
ろ
組
合
に
一
長
き
ん
が
交
代
せ
ら
れ
た
組
合

［

志村化工社長来市
　謝面中の志村化工社長
　ため市役所を訪問しま
　した。　【写貞は市日公
　服部県泌巾、堀瓦｛壮三

又であ判りは制串
はもりを同’度す
区’まひ志おのま
の区すき相互根で
介毎の合携に本も
坦のでつえたのな
帯組’ててす1く
が合班ゆ税け旨’
一で毎くのあ’納
戸ものこ完い考税
洩’紐と納’え紐
れ班合でに隣方合

一
制
度
の
根
本
の
一
曲
、
考
え
方

は
、
お
互
に
た
す
け
あ
い
、
隣

り
同
志
相
携
え
て
税
の
完
納
に

手
を
ひ
き
合
っ
て
ゆ
く
こ
と
で

あ
り
ま
す
の
で
、
班
毎
の
紐
合

で
も
、
区
毎
の
組
A
口
で
も
、
班

又
は
区
の
働
盛
帯
が
ご
1
1
洩
れ

な
く
組
合
に
加
人
し
、
布
内
全

戸
完
納
の
理
想
を
実
現
し
、
明

も
大
分
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
新
た
に
で
き
た
組
合
は
い

う
ま
で
も
な
く
、
今
ま
で
と
同

じ
組
合
員
で
継
続
し
て
ゆ
く
組

合
も
、
組
合
員
中
脱
退
、
新
加

入
な
ど
異
動
の
あ
っ
た
組
合

も
、
全
部
6
1
魔
毎
に
毎
年
四
月

～
五
月
迄
に
「
納
税
組
合
結
成

届
」
を
出
し
て
戴
く
こ
と
に
な
・

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
三
十
二
　

年
に
な
っ
て
か
ら
ま
だ
届
出
の

済
ん
で
い
な
い
組
合
は
、
す
く

税
務
課
へ
結
成
届
を
出
し
て
下

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
屈
出
の
用
紙
は
、
税
務
課
に

昭和31年度納税貯蓄紅合収入調

覧市役所の手数料
　
　
叢
書
明

鑑
崩
明
証

　
　
購
　
の

　
　
糧
証轍あ

　
　
…
主
二
色

額
期
翔
期
鋼

件
件
懸
隔
敬
拝
敗

1
1
1
1
通
1
通

50

T
0
賄

件
件
開

蔚　
　
明
明
明
明
本
本
本
円
明
明
鵬

マ
灘

　　

O
兀
鑑
印
駅
籍
の
畿
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
票
の

区
所
　
　
風
籍

　
　
住
身
印
改
住
戸
戸
　
住
碁

あ
り
ま
す
）

兇
一
曲
－
田
田
臨
飢
9
臥
π
－

1組合、

数　1

　　121

　　19．

組合賦，浬額

2．038．5301

　　　　　　　　1

　　964．9661

組合納人民

　2。014．790

　　　925．616

13．041．8651（92．0）

尺
貫
法
は
来
年
末
で
終
り

も
っ
と
利
用
し
ま
し
ょ
う

富
江
駅
前

電
報
電
話

　
サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ー

　941．710

　509．730

1．996．422

　850．286

1．343．330

2．498．231

　490．200

1．007．120

　464．430

　964．966

1．004．130

　509．730

2．132．878

　901．480

1．351．800

2．843．293

　510．200

1．413．9301

・側3・i

14．135β67

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

21

U
3
4
1
4
覧
⑳
1
8
1
4
7

別
．
町
高
書
浦
郷
郷
前
岩
脇
津
域
一

将
新
富
蹴
案
枝
細
マ
も
堕
書目　　　221　　14．135536’

（備考）　職域の分を除く

34

N
か
ら
は
メ
ー
ト
ル
法
で

い
ま
は
物
を
は
か
る
の
に
、
尺

貫
法
、
ヤ
ー
ド
・
ポ
ン
ド
法
、

メ
ー
ト
ル
法
と
計
量
中
位
が
い

ろ
い
ろ
麗
み
合
っ
て
お
り
ま
し

て
、
例
え
ば
、
米
が
農
家
の
取

り
入
れ
で
は
3
一
枡
で
計
ら
れ
、

　
へ職
「
買
い
上
げ
か
ら
農
林
省
の
集
計
一

）
ま
で
は
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
生
産
高

あ
と
は
仲
わ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
か
ら
、
家
肛
の
レ
婦
の
力

も
、
行
帯
す
噸
・
2
お
婆
さ
ん
も
、

み
ん
な
そ
の
時
ま
ご
つ
か
な
い

よ
う
今
か
ら
メ
ー
ト
ル
法
に
慣

れ
て
い
き
ま
し
よ
う
。

日
向
市
の
玄
関
口
、
山
高
駅
前

に
内
報
電
話
サ
ー
ビ
ス
・
ス
テ

ー
；
シ
ヨ
ン
（
公
衆
一
報
蹴
馬
取

」
扱
所
）
が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
御
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

折
角
市
民
の
皆
様
や
、
旅
行
者

一
の
方
々
の
た
め
に
便
利
を
は
か

　
つ
て
つ
く
ら
れ
た
電
報
電
話
サ

ー
ビ
ス
・
ス
テ
シ
ヨ
ン
も
、
現

存
利
用
者
が
少
な
く
て
翫
話
口

も
ア
ク
ビ
を
し
て
お
り
ま
す
。

’
係
員
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
一

一
日
平
均
利
用
数
は
二
十
五
通
か

」
ら
三
十
通
位
で
、
こ
れ
で
は
電

羅
電
結
局
が
予
算
を
か
け
て
設

嘉
し
て
お
り
ま
し
て
も
経
費
倒

鵬
霧
繁
魏
緬
…

白

毛
鴨
糊
黒
木
八
雲

幸
町
巾
第
一
組
寺
町
　
公
代

人
々
津
上
町
　
　
川
越
　
　
瞥

な
お
納
税
組
合
に
は
加
入
し
な

い
が
、
偶
人
と
し
て
市
税
は
完

納
す
る
と
い
っ
て
引
続
き
立
派

な
納
税
成
績
を
あ
げ
て
紅
ら
れ

る
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

に
が
、
次
の
方
々
で
し
た
。

◇
組
合
員
外
優
良
納
税
者
特

別
長
彰
受
賞
者

上
町
一

中
　
央

新
財
市

往
　
還

江
　
良

庄
　
手

高
々
谷

暴雨
脇
東

田
の
原

由鵡中呼塩臼
木地島木永吉

吉慶政　実纏
郎蔵則苧成平

佐
藤
松
次
郎

甲
斐
　
恵
門

寺
町
　
三
次

黒
木
　
美
作

　　

[
税
組
合
に
つ
い
て

　
　
　
　
特
に
納
税
組
鋼
桁
さ
ん
方
へ
お
願
い

納
税
組
合
の
成
績
の
あ
ら
ま
し
一
全
世
帯
数
に
比
較
し
ま
す
と
約

羅
繍
羅
轄
…
箔
ー
ー
ー

一。

ﾆ
で
す
。
　
　
　
一
本

蔽
黙
黙
製
舗
撫
が
う
些
宅

は
、
別
記
の
表
彰
式
の
紀
耶
の

と
こ
ろ
で
お
知
ら
け
し
ま
し
た

が
、
九
十
三
％
の
納
入
牢
で
あ

り
ま
し
て
、
年
々
幾
分
つ
つ
の

向
上
を
み
て
は
お
り
ま
す
も
の

の
、
ま
だ
く
お
π
に
努
力
の

余
地
が
あ
る
訳
で
す
．
加
入
率

の
点
か
ら
み
ま
し
て
も
、
市
内

三
十
二
％
で
、
Ψ
均
三
単
帯
の

内
一
世
帯
し
か
加
入
し
て
い
な

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
長
い
期
間
余
裕
が
み
て
あ
る

鶴
献
駆
麟
鵬
麟
訳
で
す
が
、
套
寸
だ
・
か

て
い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
が
、
…
“
貫
五
百
匁
だ
と
か
言
っ
て
日

誌
臨
飴
盤
論
勘
覗
塾
肌
稀
論
繍
肛
叶
薩
器

皿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

皿
布
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
昭
和

　

…
三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
は
、

一
取
引
き
や
証
明
に
使
う
計
黛
単

位
は
メ
ー
ト
ル
法
だ
け
を
使
う
｝

ど
と
ξ
め
ら
れ
て
お
り
一

一
す
。
　
　
　
　
　
　
一

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ

長
い
間
の
私
共
の
慣
習
で
す
か
一

ら
・
こ
れ
を
急
に
全
国
民
が
変
…

え
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
と
い
一

お
り
で
す
。

　
西
日
本
新
聞
山
野
内
㎜

　
朝
臼
新
聞
佐
藤
折

　
日
向
日
日
新
聞
　
目
高
宥

　
　
　
　
掬
気
入
院
中
に

　
　
　
　
（

　
　
　
　
代
人
三
輪
達

毎
日
新
聞

日
向
郷
土
新
聞

N
H
K
通
儒
端

黒青甲
木木斐
サ

こ
と
し
の
市
窪
宅
一
れ
に
な
り
そ
う
で
、
こ
の
慈

　
轍
舗
　
難

　
　
…
戸
γ
定
し
て
お
り
茎

　
　
…
す
・
　
　
　
　
　

住
…
δ
坪
五
・
六
畳
・
四
…

硝…

�
a

　
　
一
　
（
難
坪
八
坪
五
。
六
一

畳
、
四
畳
半
、
台
所
、
国
所
、
㎜

物
置
）
が
十
戸
で
、

の
西
附
万
）
に
ご
＋
賑
瞥
邸
課
駐
襲
聲

　
　
　
　
　
　
　
　
折
角
の
便
利
な
設
傭
を
せ
い
ぜ

第
葎
箕
建
坪
騙
翻
簑
髪
蟹
貿

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
に
も
で
き
る
よ
う
に
し
て
戴

　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
い
も
の
で
す
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
政
記
者
室
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
る

　　

@　

@　

@　

@　

@　
T
＋
七
坪
で
＝
影
登
藷
嚢
・
ん
・
市
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
っ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
庭
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
《
講
会
霧
局
の
同
じ
廊
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
当
広
く
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
な
ら
び
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

う
考
え
で
・
切
換
え
迄
に
相
当
一
他
の
ひ
と
つ
は
準
場
後
棚
田
｝
新
聞
記
事
に
な
る
よ
う
な
事
柄

（
綾
部
迎
洋
園
と
窟
高
小
の
一

問
）
に
第
一
稗
住
宅
が
十
戸
予
一

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

起
債
、
補
助
の
関
係
で
、
着
工

の
日
は
ま
だ
決
定
さ
れ
て
お
り

ま
せ
ん
。

が
あ
る
と
き
は
、
ど
な
た
で
も

こ
の
記
者
室
に
御
連
絡
に
な
れ

ば
新
聞
記
者
が
お
り
ま
す
の
で

お
聴
き
し
ま
す
．

市
政
記
者
ク
ラ
ブ
員
は
次
の
と

　
市
遺
を
占
用
す
る

　
方
へ

最
近
道
路
に
木
材
そ
の
他
｛

を
置
き
放
し
て
い
る
の
が
糺

目
立
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

れ
は
勿
論
道
路
法
に
よ
る
－

罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
’

そ
れ
で
な
く
て
も
第
一
人

歩
行
、
臼
動
車
の
通
行
な
”

変
危
険
で
す
。

当
市
に
も
市
道
占
用
条
例
”

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

む
を
得
ず
占
用
さ
れ
る
場
く

市
役
所
土
木
課
に
占
用
方
“

し
出
て
協
議
占
用
さ
れ
る
・

お
願
い
し
ま
す
。

（
市
役
所
人
事

　
（
農
林
課
）
　
　
黒
木
、

　
（
幸
脇
出
張
所
）
黒
木

税
務
課
勤
務
を
命
ず
る

　
（
美
々
津
支
所
）
黒
木
が

幸
脇
出
張
所
勤
務
を
命
ず
・

（
市
長
室
）
・
　
川
柑
　
．

（
福
祉
事
務
所
）
江
藤
イ

総
務
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
（
照
照
肋
課
》
凶
削
胆
ア

福
祉
事
務
所
勤
務
を
命
ず
．

　
　
（
以
上
玉
月
十
五
日



剣

（2）第22号報広

結
婚
式
は

市
民
の
市
営
式
場
で

　
　
　
　
　
　
　
1
五
月
二
十
五
日
開
設
さ
る
一

市
役
所
の
も
と
の
庁
舎
に
日
向

市
営
釈
義
式
場
が
で
き
ま
し

た
。
新
生
活
運
動
の
ひ
と
つ
と

し
て
結
晒
簡
素
化
は
大
き
く
と

り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
趣
旨
に
そ
っ
て
殺
げ
ら
れ

た
も
の
で
す
。

去
る
二
十
四
日
修
築
が
完
成
し

早
速
二
十
五
日
使
用
申
込
第
一

号
と
し
て
、
上
町
一
区
の
畝
工

所
近
藤
弘
さ
ん
と
二
陣
鳥
川
の

焼
酎
艘
造
割
麦
月
参
諸
氏
艮
女

す
。
従
っ
て
神
式
で
お
や
り
に
一
さ
る
よ
う
お
れ
が
い
し
面
す
。

な
っ
て
も
或
は
キ
リ
ス
ト
違
式

で
お
や
り
に
な
っ
て
も
何
式
で

や
ら
れ
て
も
結
構
で
あ
り
ま
し

て
、
式
場
の
使
用
方
を
申
込
ん

で
下
さ
れ
ば
あ
と
は
皆
さ
ん
の

方
で
自
由
に
式
を
あ
げ
て
い
た

だ
く
訳
で
す
。
市
営
だ
か
ら
と

い
っ
て
、
神
前
で
な
く
て
は
い

器
鯨
葱
舗
鍵
暗
し
い
・
・
は
市
教
育
委
員

は
何
も
制
約
は
あ
り
ま
け
ん
。

「
非
常
に
明
る
く
綺
麗
に
出
来
て

　謬
る
と
思
い
ま
す
。

脳
分
の
間
式
場
は
無
料
で
お
貸

し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

…一
が
、
何
れ
は
日
向
市
条
例
が
設

｝
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

｝
そ
の
と
き
は
ま
た
お
知
ら
せ
し

［
ま
す
が
、
式
場
使
用
に
つ
い
て

村両家の式

農
家
の
メ
モ

川
　
◎
水
稲
の
病
害
虫
の

河野、

　
防
除

当
市
で
は
こ
百
町
歩
の
早
植
が

場
一
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
年
は

写眞は市隠結婚式

会
事
務
局
に
お
問
合
わ
せ
捌

き
い
。

サ
エ
子
さ
ん
の
結
婚
式
が
行
わ
一
式
場
、
会
場
を
提
供
す
る
だ
け

れ
、
第
二
号
と
し
て
二
十
八
・
で
あ
り
ま
す
の
で
譲
解
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
、
市
収
入
役
河
野
孝
行
氏
長
・
よ
う
御
承
知
ね
が
い
ま
す
。
し

男
昭
一
さ
ん
と
中
町
の
川
村
万
一
か
し
紬
婚
簡
素
化
の
趣
旨
は
記

事
夫
氏
の
次
女
邪
子
さ
ん
の
結

婚
式
が
松
木
市
助
役
さ
ん
の
仲

人
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
営
式
場
は
市
民
の
皆
さ

ん
に
お
貸
し
φ
ろ
の
で
あ
り
ま

し
て
、
自
由
に
ど
な
た
で
も
使

っ
て
い
た
だ
く
設
備
で
あ
り
宝

llβ｛禾l132イi三　（1957）　6月1011発テ了 日 向 市
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叫　　　ケ
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　　馨、T

κ

‘

分
御
母
終
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
設
備
と
し
て
は
神

　
　
御
影
乳
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
一
事
業
所
統
計
調
査
に
1

束
る
七
月
一
日
現
在
で
、
冷
国
｝
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
、
第
一
二

一
せ
い
に
事
業
所
統
計
調
査
が
一
圃
は
旧
”
二
十
三
臼
に
行
わ
れ
ま
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
わ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
．
し
た
が
、

㈹
事
業
所
の
開
設
し
た
時
期

ω
資
本
金
ま
た
は
、
こ
れ
に
準

　
ず
る
額
（
会
社
の
本
所
に
限

　
る
）

㈲
刎
業
者
数

㈲
肇
業
の
内
容

（
乙
調
査
）
　
（
特
定
の
抽
出
調

　
査
区
で
サ
ー
ビ
ス
業
の
み
）

害
虫
の
発
生
が
多
い
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
県
の
調
査
で
は
相
当

量
の
め
い
虫
の
発
生
を
み
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
の
病
害
虫
の

防
除
に
は
徹
底
し
て
実
施
し
ま

し
よ
う
。

市
の
計
画
は
普
通
水
稲
苗
代
で

　
曲
屋
一
同
目
　
六
月
七
日
・
八
日

　
第
二
回
　
六
月
十
七
日

　
第
三
回
　
六
月
二
十
四
日

に
そ
れ
ぞ
れ
パ
ラ
チ
オ
ン
及
マ

ラ
ソ
ン
剤
で
行
い
ま
す
。

早
植
水
稲
は
六
月
中
旬
、
二
化

め
い
虫
の
一
化
期
の
駆
除
を
パ

ラ
チ
オ
ン
剤
で
行
い
ま
す
。

◎
普
通
水
稲
施
肥
に

　
つ
い
て

従
来
作
物
の
肥
料
の
使
い
方
に

つ
い
て
は
必
要
以
上
の
肥
料
を

施
し
た
り
、
ま
た
養
分
が
一
方

だ
け
多
く
一
方
が
非
常
に
不
足

し
て
、
完
全
に
収
穫
出
来
な
い

作
物
も
多
い
訳
で
す
。
昔
か
ら

「
馬
鹿
の
胃
田
ほ
め
」
と
宮
わ

れ
た
時
も
あ
り
ま
し
た
が
段
々

近
頃
は
施
肥
捜
術
も
良
く
な
っ

て
失
敗
も
少
な
い
よ
う
で
す

が
、
自
分
の
耕
地
の
状
態
に
よ

っ
て
、
施
肥
量
を
き
め
、
な
お

土
質
に
依
っ
て
肥
料
の
種
類
を

決
定
す
べ
き
で
、
砂
地
で
は
石

灰
N
の
雄
肥
は
損
だ
と
い
っ
た

市
役
所
案
内

（
そ
の
六
）

●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
土
＊
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
関
か
ら
入
っ
て
第
二
一
目
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
右
へ
行
き
ま
す
。
土
木
課
の
仕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
の
仕
組
み
は
次
の
よ
う
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
て
い
ま
す
。

鮨
藩
臣
解
議
①
◇
籍
蔽
難
二
等
の

に
是
非
一
度
検
討
し
不
明
な
点
　
　
維
持
管
理

は
御
問
合
せ
下
さ
い
。
，
　
　
一
②
市
道
路
占
用
及
び
官
有
地
貸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
相
等
の
調
査

紙
面
の
都
合
で
詳
し
く
は
書
け
．

ま
せ
ん
が
充
分
研
究
し
て
施
肥
③
道
路
、
構
梁
、
河
川
等
災
害

の
合
理
化
を
は
か
り
ま
し
よ
う
　
　
復
旧
工
事
の
設
計
監
督

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿

鱒
零
＝
＝
＝
＝
＝
一
3
冨
一
＝
●
卿
騨
＝
昌
＝
一
＝
＝
一
＝
騨
＝
＝
3
＝
＝
一
＝
一
戸
専
一
3
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
竃
留
1

…
衛
生
だ
よ
り
　
…

贈
＝
＝
一
膠
腫
＝
＝
ヨ
一
・
塁
＝
曽
3
・
＝
・
3
3
騨
・
・
囎
8
3
咽
零
3
尊
■
躍
＝
．
塁
塞
3
一
3
3
＝
；
昌
讐
＝
＝
3
一
＝
一

こ
の
臼
か
ら
ご
向
毎
皿
ω
店
雇
の
従
業
者
の
給
与
額

文
化
人
の
集
り

　
　
　
　
つ
く
り
た
い
気
運
生
る

棚
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
・
こ
れ
は
農
林
水
産
業
と
公
務
以
に
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
一
吻
最
近
一
力
4
1
間
の
叩
業
総
収
㎜
日
向
市
は
人
口
も
十
四
万
に
な

て
、
テ
ー
ブ
ル
と
椅
了
の
板
敷

で
、
靴
、
凸
－
履
の
三
＼
ヒ
る
よ

う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
御
希

望
の
方
は
一
度
式
場
を
御
覧
室

外
の
全
産
業
別
、
規
模
別
分
布
年
の
調
査
は
、
第
万
同
口
の
も
一
　
入

を
明
ら
か
に
し
、
特
に
マ
ビ
一
の
に
あ
た
り
李
。
　
「
澗
違
当
っ
て
は
、

少｛
調
査
の
た
め
の
基
礎
資
料
を
つ
一

≠
あ
り
ま
す
。

｝
第
一
同
の
事
業
所
統
謝
調
査
一

二
ス
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業

活
動
の
状
態
を
調
査
し
ま
し

て
、
わ
が
国
経
済
の
実
態
を
つ

か
む
と
と
も
に
、
各
種
の
標
本

調
査
事
項
は

月
割
業
に
つ
い
て
は
調
査
炉
甲

を
用
い
て
、
次
の
弔
事
を
副
査

し
ま
」
9
。

（
甲
調
査
）

く
る
目
的
で
行
わ
れ
る
も
の
で
一
ω
遺
業
所
の
名
称
と
所
κ
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
②
“
業
所
の
経
営
組
織
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
所
、
支
所
の
別

　
　
　
　
　
　
　
　
h
弓
こ
し
l

　
　
　
　
　
　
　
　
「
F
書
　
　
一

「
三
の
調
査
屡
域
が
定
め
ら
れ
、

＝
調
介
区
を
茗
の
調
査
員
が

…
担
当
し
、
事
業
所
毎
に
巡
回
し
　
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
市
内
全
体

て
、
血
接
澗
介
で
四
四
票
に
記
｝
に
わ
た
る
文
化
人
の
サ
4
ク
ル

入
す
ろ
よ
う
に
な
っ
て
お
h
ま
一
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
．

♂
の
で
、
洩
れ
な
く
こ
の
謁
査
「
そ
こ
で
、
こ
の
日
向
市
の
文
化

　
り
ま
し
た
し
、
工
業
都
市
へ
の

一
発
展
も
約
束
さ
れ
て
わ
り
ま
す

㎜
が
、
現
π
而
内
に
は
文
化
人
の

・
小
グ
ル
ー
プ
は
ど
こ
か
に
で
き

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
け
れ
ど

に
留
力
・
・
奪
・
お
願
上
人
の
サ
ー
ク
ル
を
創
2
』
い
、

し
ま
す
　
　
　
　
（
統
計
係
）

一
い
う
気
運
が
生
れ
て
い
ま
す
。

「
約
四
百
人
位
収
容
で
き
る
市
の

「
各
種
注
射
の
日
程
を
十
日
以
後

　

一
の
分
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

一
◇
腸
パ
ラ
予
防
引
照

講
掌
も
あ
る
の
で
、
時
に
は
有

名
文
化
人
を
招
い
て
講
演
会
を

曜
し
た
り
、
ま
た
会
員
に
よ
る
…

総
合
雑
誌
的
な
刊
行
物
な
ど
も
一

発
行
し
て
、
市
配
の
交
化
的
な

而
の
向
上
を
図
り
た
い
と
い
う

意
向
を
も
つ
て
い
ま
す
。

何
れ
発
起
人
の
協
議
会
を
催
し
一

て
、
月
ハ
体
的
な
段
階
に
進
め
て

い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
　

が
こ
う
し
た
計
両
に
対
し
て
文

化
人
の
方
々
の
御
賛
同
を
咽
ん
一

で
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

7

一
〇
日
　
財
光
寺
小
学
校
で

一
一
日
　
市
役
所
で

＝
一
日
　
市
役
所
で

一
三
日
　
塊
見
小
学
校
で

一
四
日
　
日
知
屋
小
学
校
で

一
ヒ
日
　
細
島
小
学
校
で

一
八
日
、
塩
見
小
学
校
で

一
九
日
　
財
三
州
小
学
校
で

二
五
日
目
細
島
小
学
校
で

二
八
日
　
塩
見
小
学
校
で

…
「
日
曝
屋
城
跡
の
植
物
　
　
　
　
蔽
全
開
黒
雲
簾
鍋

さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
　備
㈱
綴
襲
鰭
趣
翻
灘
脚
購
薪
調
…
戻
報
奪
載
・
て
・
教
授

望
た
の
で
、

　一
ワグ
シミ

ロ科
グー
ミア
。ツ

　バ
　グ
　ミ

　、
ナ

ユ　　　　　　　　　　　
イタタツコナニキ
ラドデル’ゲンツ
．クリ科ナウシソネ
．サ。一叢シ：コウノ

科　イーハ科。ボ
ー　シツコー　タ
カ　ミルペハ　ン
ラ　カナ’マ　科
ム　ワ。ハナ　ー
ノ　’　コデ　セ
。　イ　ベシ　ン

④
そ
の
他

◇
建
築
係

①
市
内
公
共
施
設
（
市
立
学
校

　
公
営
住
宅
な
ど
）
の
設
計
、

　
監
督

②
建
築
薄
口
申
請
の
審
介
指
導

③
災
害
時
に
お
け
る
各
施
設
の

　
被
害
調
蒔
等

◇
失
業
対
策
事
業
係

「
①
道
路
新
設
、
改
良
、
補
修
、

　
排
水
工
事
。
各
学
校
の
還
齢

　
場
整
地
等
の
計
画
監
督

②
右
に
対
す
る
賃
金
支
払
、
雛

　
材
な
ど
の
発
見
、
工
事
日
翰

　
資
材
受
払
な
ど
の
事
務

◇
庶
務
係

①
課
内
予
算
関
係
、
交
書
発
胤

　
備
品
の
管
理

②
他
事
に
属
し
な
い
事
務
　
’

◇
都
市
計
爾
係

①
市
内
都
市
計
画
事
築
の
計
桝

　
設
計
実
施
監
督
　
曽

②
土
地
区
閥
整
理
事
業
の
股
創

　
実
施
監
督

③
右
に
関
す
る
予
算
、
各
禰
轍

　
務
の
処
理

　
課
員
は
二
十
五
名
。
臨
時
燭

　
九
名
。
常
傭
人
夫
十
六
名
叩

　
民
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

◇
ソ
ペ
ル
ク
リ
ン
日
射
（
学
校

　
の
児
療
生
損
）

　
一
九
日
　
常
島
中
。
二
四
日

　
美
々
津
小
中
。
二
五
日
　
塩

　
見
小
。

◇
B
C
U
河
射
（
学
校
の
児
敢

　
生
掴
、
）

　
二
一
日
窩
島
中
。
　
二
六
日
美

　
　
1
1
六
月
二
十
六
日
は
国

↓
よ
川
連
麿
章
デ
ー
に
あ
た

一
㎜
り
ま
す
が
、
臼
木
も

と
㎜
国
連
の
仲
間
入
り
を

　
〃
…
し
た
の
で
今
年
か
ら

一
…
は
わ
祝
い
す
る
こ
と

デ
躍
離
脇
師
ど

薦
雛
綴

皿
て
よ
う
と
思
う
が
、
取
敢
え
ず
｝
【
ス
、
く
レ
科
】
ス
・
く
レ
。

連
…
構
と
し
て
国
際
連
合
石
界
の
平
和
協
力
機
撃

　
　
佃
が
つ
く
ら
れ
昭
和
二
…
り
、
国
家
間
の
経
済
、
社
介

個
…
＋
年
六
国
＋
六
日
麦
礁
人
道
の
諸
問
題
の
解

　
　
“
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
｝
と
自
由
の
尊
璽
促
進
に
あ
る

会
議
で
、
国
際
連
合
の
軍
法
と
…
で
す
が
、
日
本
は
国
連
加
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

こ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で

時
暑
噂
し
た
国
々
五
十
一
の

を
国
連
の
原
加
盟
国
と
よ
び

そ
の
後
に
加
入
し
た
国
を
新

語
国
と
い
っ
て
お
り
ま
す
が

我
が
国
は
言
う
ま
で
も
な
く

加
盟
国
で
、
最
も
新
し
く
加

し
た
国
で
す
。

現
在
加
盟
国
は
八
十
一
と
な

て
い
ま
す
。

国
際
連
合
の
作
ら
れ
た
口
的

や

／

，
σ餌 `

や
砂

争　
鰯

讐

花
輪
行
進

’
富
島
中
学
校
で
は
五
月
．
レ

V
日
春
季
大
運
動
会
ゐ
’
幻
い
・
張

～
し
た
が
、
五
月
晴
に
恵
気
れ

㎡
二
千
の
自
評
た
ち
は
馬
酬
い

｝
つ
ば
い
張
り
切
っ
て
疋
り
跳

（
び
体
操
ダ
ン
ス
に
自
分
に
ち

V
の
全
力
を
出
し
て
い
ま
し
た

市
内
で
は
ト
ソ
プ
を
切
っ
て

白
い
運
動
会
。

午
前
中
の
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
飾
る
全
女
生
得
の
花
輪

体
換
の
入
場
行
進
、
芙
し
い

巾
に
も
足
な
み
揃
え
て
ぐ
ん

く
進
む
茗
い
力
。
　
写
真

　
　
　
　
い
っ
か
そ
の
主
要
な

も
の
を
調
べ
て
貰
っ
て
、
名
札

愛
を
立
て
、
子
供
搦
の
植
物
知
識

翌
の
了
引
き
に
し
た
い
と
思
い
な

　
が
ら
、
果
す
こ
と
が
禺
来
な
い
一

（晒　
で
居
る
。
去
る
四
月
十
三
日
、

一　
広
島
大
学
の
植
物
学
教
授
堀
川
一

際
幾
が
所
要
あ
っ
て
来
訪
箆

W
語
弊
ど
騎
毯
諾
狸

許評｝・

ﾎ
え
し
と
言
っ
て
又
々
沼
原
産

～
の
は
え
の
木
だ
と
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
し
ゃ
り

塑
ん
ば
え
」
と
か
い
う
大
島
紬
の
皿

止
染
料
に
使
う
木
、
籔
櫨
の
花
は

噛
預
に
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
学
盛

V．

轤
ｵ
い
熱
心
さ
で
、
一
時
間
近

　
く
も
籔
に
は
い
っ
た
り
、
崖
を

’
降
り
た
り
し
て
調
査
し
て
頂
い

治
た
。
側
に
つ
い
て
い
た
の
で
私

（
も
色
々
教
え
て
頂
き
「
み
み
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
も

29

Q
。
｝
》
｝
．
3
，
ら
～
ノ
．
・
蓋
し
｛
「
ノ
～
2
・
8
乙
●
ζ
’
；
～
・
ξ
。
：
・
9
㌧
’
〉
㍉
：
｛
”
一
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
藍
　
　
の
h
｝
、
橋
r
η
、
・
q
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

ほ
そ
の
と
き
ノ
ヤ
ツ
タ
ー
を
2

切
っ
た
も
の
。
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
御
好
意
を
記
録
し
て
置
き
た
一

介
さ
れ
む
糾
果
を
清
井
し
て
、
一
い
と
縣
う
。
　
　
　
　
　
　
　
…

わ
ぎ
わ
ざ
送
っ
て
頂
い
た
の
が
一
　
刺
長
　
三
尾
良
次
郎
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛

　
宮
崎
県
〔
向
軒
忍
島
町
（
昭
和
三
年
四
月
竃
．
日
調
）

　
伊
勢
ケ
凶
日
知
屋
城
跡
の
植
物

　
　
広
島
大
学
教
授
理
樽
堀
川
芳
雄
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
需

ど
半
認
否
酪
編
雛
【
ヒ
ル
ガ
オ
科
】

【
キ
ク
科
】
オ
ホ
ヂ
シ
バ
リ
、

ハ
マ
グ
ル
マ
、
ツ
ワ
ブ
キ
、

ハ
ル
ノ
ノ
ゲ
シ
、
オ
オ
ア
レ

チ
ノ
ギ
ク
、
タ
ビ
ラ
コ
、
ヨ

メ
ナ
、
ヤ
ブ
タ
ビ
ラ
コ
、
ハ

ハ
コ
グ
サ
。

【
キ
キ
ョ
ウ
科
】
ヒ
ナ
ギ
キ
ヨ

ウ
。
【
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
】
ニ
ン
ド
ウ
。

【
ア
カ
ネ
科
】
ク
チ
ナ
シ
。

【
ク
チ
ビ
ル
バ
ラ
科
】
タ
ツ
ナ

ミ
サ
ウ
、
ホ
ト
ケ
ノ
ザ
。

【
ク
マ
ツ
ゾ
ラ
科
】
ム
ラ
サ
キ

シ
キ
ブ
。

　
　
　
　
　
　
ハ
マ
ヒ
ル
ガ

オ
。
【
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
】
テ
イ

カ
カ
ズ
ラ
。

【
ヒ
ヒ
ラ
高
科
】
ネ
ズ
ミ
モ
チ

【
ハ
イ
ノ
キ
科
】
ミ
ミ
ツ
パ

イ
、
ク
ロ
キ
。

【
サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
】
ハ
マ
ボ
ッ

ス
。
【
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
科
】
ヤ
ブ
コ
ウ

ジ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、
タ
イ
ミ

ン
タ
チ
バ
ナ
。

【
ツ
バ
キ
科
】
ハ
マ
ヒ
サ
カ

キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヤ
ブ
ツ
バ

キ
。
【
ブ
ド
ウ
科
】
ナ
ツ
ヅ
タ
、
ヤ

ブ
ガ
ラ
シ
。

・
津
小
㎎
二
言
塩
見
小
国
馨
響
総
幽
塾
巽
慢
殿
嘱
垢
欝

海
外
移
住
案
内

【
ニ
シ
キ
ギ
科
】
ツ
ル
ウ
メ
モ
｛
【
ク
ワ
科
］
イ
ヌ
ビ
ワ
、
イ
タ
　
海
外
へ
の
移
住
は
年
間
何
回
か

製
晦
箆
留
靴
姻
曝

す
。

あ
り
ま
し
て
、
平
和
と
安
全

世
界
を
私
共
は
絶
対
に
維
銑

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ド
キ
、
マ
サ
キ
。

【
モ
チ
ノ
キ
科
】
ク
ロ
ガ
ネ
モ

チ
、
モ
チ
ノ
キ
。

【
ハ
ゼ
ノ
キ
科
】
ヤ
マ
ハ
ゼ
。

　　　レ　　　　　　　 ロ　　　　ロ　
ブタクシトキチヤイテウマカイ
ニブスユペイゴリパン’メタゲ
ツノノウラチ’ンラバハ科パキ
ケキキジ科ゴナパ科ギマーミ。
イ’科バー。ワイー、エや科
。クーナト
スシ科ペ
ノローラ
キダナ。
　’モズ

ヤ’ナ

シ’ノタンハー
ロホインドズカ
イウパキウェタ
チロラリ’　　　　　ノく
ゴク’マナンミ
’イノメンド。

【
編
綴
サ
バ
。
科
】
。
，
ゴ
【
・
ク
レ
ン
科
】
サ
ネ
カ
ぢ
フ

…【

ﾐ
ギ
科
】
ヤ
ツ
葦
ズ
書
起
】
ア
ケ
ビ
・
ム
ゴ

ピ
カ
ズ
ラ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

【
ニ
レ
科
】
エ
ノ
キ
。
　
　
　
「
募
集
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
コ
シ
ョ
ウ
科
】
フ
ウ
ト
ウ
カ
一
に
つ
い
て
お
尋
ね
な
さ
り
た
い

【
窟
・
・
ウ
科
】
歩
ダ
露
擁
饗
齢
怨
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
陽
。
バ
ナ
科
】
ハ
マ
オ
モ
す
募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
　

ワ
ヅ
ラ
フ
ジ
科
】
ア
オ
ツ
2
【
ウ
・
ジ
。
示
顕
シ
ダ
・

一【

J
。
，
サ
科
】
力
霧
）

　
合
一
満
十
八
才
か
ら
二
十

　
五
才
未
満
未
婚
男
子
。

②
パ
ラ
グ
ア
イ
国
フ
ラ
ム
地
区

　
家
族
移
住

③
ブ
ラ
ジ
ル
国
パ
ラ
一
州
グ
ア

　
マ
地
区
。
家
族
移
住
。

④
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

　
謬
蚕
需
用
移
住
。

毎
年
農
繁
期
に
は
農
家
を
ね

鷲
　
　
　
　

て
下
さ
い
。
（
日
向
警
察
署
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
芸
愛
好
者
の
方
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
市
内
の
文
学
愛
好
者
が
策
っ
て

⑤
ブ
ラ
ジ
ル
国
コ
ー
ヒ
ー
園
グ
一
お
互
に
研
究
し
合
い
、
月
刊
雑

　
レ
ー
耕
地
。
家
族
移
住
。

⑤
ボ
リ
ビ
ア
国
サ
ン
フ
ア
ン
入

｝　植
地
。
家
族
移
往

誌
を
発
行
し
よ
う
と
い
う
計
画

が
具
体
化
し
て
い
ま
す
。

御
希
望
の
方
は
市
役
所
市
民
課

戸
籍
係
相
脳
淳
氏
が
世
詔
役

し
ま
す
の
で
御
連
絡
下
さ
乳

幸
で
す
。

月
末
四
三
一
回
会
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